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「
都
市
農
業
振
興
基
本

法
」
が
、
昨
年
４
月
に
衆

参
両
院
で
全
会
一
致
で
成

立
し
ま
し
た
。
基
本
法
は

「
都
市
農
業
の
振
興
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
推
進
、
都
市
農

業
の
安
定
的
な
継
続
を
は

か
る
」
と
し
、
地
方
自
治

体
が
、
農
業
者
や
市
民
の

都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
の
策
定
を

減
少
す
る
農
地
に
歯
止
め
を
か
け
、

農
地
の
保
全
を

　

中
村
れ
い
子
（
市
議
）
が
３
月
議
会
で
、
行
っ
た
一
般
質
問
「
都
市
農
業
の
発
展
に
つ
い
て
」
と
「
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
、
敬
老
パ
ス
の
効
果
に
つ
い
て
」
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

声
を
聞
き
、
都
市
農
業
の

振
興
に
関
す
る
計
画
を
定

め
る
努
力
を
す
る
と
な
っ

て
い
ま
す
。
高
槻
市
は
基

本
計
画
を
策
定
す
る
の

か
。
都
市
農
業
の
保
全
と

発
展
の
た
め
に
、
苦
労
し

な
が
ら
も
が
ん
ば
っ
て
こ

ら
れ
た
農
業
者
と
、
そ
の

営
み
を
応
援
し
て
き
た
都

　

１
９
６
８
年
に
市
街
地

開
発
の
た
め
、
農
地
の
転

用
を
は
か
る
都
市
計
画
法

が
制
定
さ
れ
、
都
市
周
辺

の
農
地
は
「
お
お
む
ね
10

年
以
内
に
優
先
的
か
つ
、

計
画
的
に
市
街
化
を
図
る

区
域
」
と
「
市
街
化
を
抑

制
す
べ
き
区
域
」
に
分
け

ら
れ
ま
し
た
。

市
住
民
の
意
見
を
聞
く
こ

と
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ

と
で
す
。
市
と
し
て
ど
う

す
る
の
か
。

市
答
弁　

　

都
市
農
業
の
特
長
を
踏

ま
え
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

計
画
策
定
は
国
・
大
阪

府
の
動
向
を
見
て
検
討
す

る
。

　

１
９
９
１
年
に
は
、
生

産
緑
地
法
を
変
え
市
街

化
区
域
の
農
地
を
「
開

発
を
優
先
さ
れ
る
場
所
」

か
ら
「
農
業
を
す
る
場

所
」
へ
と
明
確
に
位
置

づ
け
ら
れ
、
高
槻
市
で

は
１
９
９
３
年
に
か
け

て
、
生
産
緑
地
の
指
定
を

一
斉
に
実
施
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
ま
で
新
規
指

定
は
認
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

こ
の
間
、
追
加
指
定
、

新
規
指
定
で
申
請
が
何
件

あ
っ
た
の
で
す
か
。

　

生
産
緑
地
指
定
の
下
限

は
５
０
０
㎡
で
す
。
そ
れ

を
引
き
下
げ
て
３
０
０
㎡

に
す
る
こ
と
で
、
市
街
地

の
農
地
が
新
た
に
指
定
で

き
農
地
の
保
全
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

調
整
区
域
の
農
地
は
こ

の
５
年
間
で
６
・
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
市
街
化
区
域
の

農
地
は
12
・
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
全
体
で
18
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
減
少
。
こ
れ
は

　

農
業
委
員
会
法
が
変
え

ら
れ
、
農
地
の
番
人
と
言

わ
れ
た
農
業
員
会
の
役
割

が
、
大
き
く
変
え
ら
れ
ま

す
。
農
業
委
員
の
公
選
制

を
廃
止
し
て
市
町
村
長
の

任
命
制
に
変
更
し
、
農
業

委
員
の
要
件
か
ら
「
区
域

内
に
住
所
を
有
す
る
」「
耕

作
の
業
務
を
営
む
」と
の
、

規
定
を
は
ず
し
ま
す
。「
別

の
地
域
で
経
営
す
る
法
人

や
企
業
が
、
事
業
拡
大
の

意
図
を
持
っ
て
農
業
委
員

に
な
る
可
能
性
も
充
分
あ

り
ま
す
。

　

農
地
を
守
る
た
め
に

は
、
農
業
委
員
会
だ
け
で

な
く
、
行
政
と
し
て
の
と

り
組
み
が
必
要
で
す
。

都
市
農
業
の
発
展

　
　市
バ
ス
敬
老
パ
ス
の
効
果

平
均
的
な
小
学
校
９
校
分

に
相
当
し
ま
す
。
農
地
の

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
は
大
事
な
と
り
組
み

で
す
。

市
答
弁

　

生
産
緑
地
の
新
規
指
定

の
申
請
は
あ
り
ま
せ
ん
。

下
限
面
積
を
３
０
０
㎡
に

す
る
こ
と
は
大
阪
府
か
ら

国
に
要
望
し
て
い
る
。

農
業
委
員
会
の
役
割
が

大
き
く
後
退

他
市
の
敬
老
パ
ス
有
料
化
の
影
響

　
大
阪
市
の
、
敬
老
パ
ス

は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加

を
促
進
し
、
介
護
予
防
や

地
域
の
活
性
化
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
形
成
に
役

立
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
有
料
化
で
、
敬
老
パ

ス
の
交
付
件
数
は
、
約

４
万
６
千
人
も
減
少
し
、

高
齢
者
に
占
め
る
交
付
率

は
50
％
で
す
。

　

名
古
屋
市
で
は
、
敬
老

パ
ス
の
有
料
化
で
利
用
が

61
％
ま
で
、
減
少
し
ま
し

た
。
利
用
率
は
、
回
復
す

る
ど
こ
ろ
か
、
下
が
り
続

け
て
い
ま
す
。
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毎月、第 2土曜日です

　
「
高
齢
者
無
料
乗
車
証

制
度
」
の
調
査
を
昨
年
10

月
に
実
施
し
、
２
月
に
速

報
値
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

  

敬
老
パ
ス
を
持
っ
て
い

る
方
が
94
％
で
、
利
用
し

て
い
る
方
は
84
・
２
％
、

経
済
的
軽
減
に
役
立
っ
て

い
る
が
65
・９
％
で
し
た
。

年
間
収
入
は
１
０
０
万
円

以
下
の
方
が
31
・
５
％
で

す
。
敬
老
パ
ス
は
、
生
活

を
支
え
る
、
大
事
な
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
パ
ス
が
無
料
で
あ

る
か
ら
こ
そ
、
外
出
で
き

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
こ
と
が
、
高
齢

者
の
健
康
に
役
立
っ
て
い

ま
す
。

高
槻
市
の
介
護
認
定
率

　

昨
年
９
月
末
で
15
・

９
％
、
大
阪
府
下
平
均
は

21
％
で
、
５
・
１
％
高
槻

市
の
介
護
認
定
者
は
少
な

く
、
市
の
介
護
保
険
へ

の
、
負
担
金
だ
け
で
も

約
２
億
円
の
軽
減
、
介

敬
老
パ
ス
の

　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

高槻に市バスがある理由

護
保
険
の
給
付
費
で
は

11
億
８
千
３
百
万
円
の
軽

減
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。

健
康
寿
命

　
「
大
阪
府
が
２
０
１
０

年
の
厚
生
労
働
省
が
示
し

て
い
る
、
要
介
護
度
な
ど

を
元
に
算
出
し
た
健
康
寿

命
は
、
高
槻
市
は
男
性
で

79
・
13
年
、
女
性
が
83
・

82
年
。
大
阪
府
の
平
均
で

男
性
77
・
43
年
、
女
性

82
・
26
年
」
と
、
高
槻
市

は
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
パ
ス
が
介
護
認
定

の
少
な
い
こ
と
や
、
健
康

寿
命
の
長
さ
に
影
響
し
て

い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
バ
ス
に
乗
る

こ
と
で
、
市
バ
ス
の
便
数

が
確
保
さ
れ
、
住
民
の
交

通
権
を
保
障
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
高
齢
者
が
外

出
し
、
社
会
参
加
が
広
が

り
、
そ
れ
が
健
康
増
進
に

つ
な
が
り
、
自
治
体
の
負

担
軽
減
、
外
出
先
で
の
買

い
物
は
、
商
業
の
活
性
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
社

会
全
体
の
利
益
に
つ
が

な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
か
ら
見
え
て

く
る
も
の
、
今
後
ど
の
よ

う
な
集
計
、
分
析
を
さ
れ

　

世
界
保
健
機
関
は
、
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
人
々

が
健
康
を
管
理
し
よ
り
健

康
に
過
ご
せ
る
可
能
性
を

模
索
す
る
方
法
で
あ
る
と

し
、
健
康
を
個
人
の
問
題

だ
け
で
と
ら
え
る
の
で
な

く
「
社
会
的 

決
定
要
因
」

を
重
視
し
、
健
康
を
む
し

ば
む
背
景
に
あ
る
貧
困
、

格
差
、
労
働
環
境
の
改
善

な
ど
に
む
け
、
各
国
政
府

が
責
任
を
果
た
す
こ
と
を

る
の
か
、
お
答
え
く
だ
さ

い
。

市
の
答
弁

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
に

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
複
数
の
回
答
を
ク

ロ
ス
さ
せ
、
集
計
す
る
。

求
め
て
い
ま
す
。

　

高
槻
市
で
は
国
の

補
助
制
度
を
受
け
て
、

２
０
１
４
年
度
ま
で
65

才
以
上
の
す
べ
て
の
方

に
「
暮
ら
し
の
元
気
度

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
発

送
を
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
は
２
０
１
５
年

度
か
ら
廃
止
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
２

次
予
防
へ
の
参
加
率
が

低
か
っ
た
た
め
縮
小
し

た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
昨
年
度

は
、
約
４
万
人
に

発
送
し
、
75
％
か

ら
送
り
返
さ
れ
、

生
活
機
能
の
低
下

が
見
ら
れ
る
方
は

７
１
１
１
人
で
し
た
。
介

護
予
防
教
室
に
つ
な
が
っ

た
方
は
７
６
４
人
、
１
割

強
の
方
が
介
護
予
防
に
つ

な
が
っ
た
の
は
大
き
な
効

果
だ
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
と
っ
て
自

分
の
生
活
を
見
直
す
き
っ

か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
す
か
。
全
員
で
な
く

て
も
、
75
才
の
方
に
郵
送

す
る
と
か
、
老
人
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
な
ど
高
齢

者
の
方
が
利
用
さ
れ
る
と

こ
ろ
に
、
置
く
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。

市
の
答
弁

　

健
幸
パ
ス
ポ
ー
ト
に
印

刷
し
、
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

　なぜ、高槻市に市営バスがあるのか、そこには市民福祉の向上と高槻
の発展を願った、先人の夢と希望がありました。当時の坂上市長の、市
バスを動く市道として市民の役に立たせたいという思いが、今の高槻市
民の公共交通として大きな役割を果たしています。
　１９７２年３月議会に、市バスの再建策と運賃値上げを提案しました
が市議会は否決。それを受け当時の吉田市長は議案を撤回し、市民の理
解を得るために１０回にわたって住民説明回を開
催。市民とともに方向性を出しました。今の料金
体系にし、市バスを支援するために敬老パスの制
度ができました。




